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国内におけるサイクリングの状況 兵庫県
Hyogo prefecture

自転車保有台数の推移 車種別販売台数の推移

○ 国内の自転車保有台数は増加している
○ 車種別では、趣味やスポーツとしてサイクリングを楽しむための車種であるスポーツ車

（ロードバイク、クロスバイク等）の販売台数が大幅に伸びている
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国内におけるサイクリングの状況 兵庫県
Hyogo prefecture

スポーツ関連科目の性・年齢層別参加率上位科目

○ 全体では、「サイクリング、サイクルスポーツ」が７位で人気のアウトドアスポーツとなっている。
○ 性別では、男性で「サイクリング、サイクルスポーツ」が５位。
○ 年齢層別では、男性中年層（30～50 代）で「サイクリング、サイクルスポーツ」が高い人気。
○ 女性では、中年層（30～50 代） 、高年層（50～70 代）に人気。

出典：（公財）日本生産性本部、レジャー白書2017
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訪日外国人観光客の動向 兵庫県
Hyogo prefecture
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しまなみ海道レンタサイクルの貸出実績（尾道市）訪日外国人観光客数の推移（尾道市）

我が国のインバウンド推移

出典：尾道市資料 出典：尾道市資料

○ 2018年の訪日外国人（インバウンド）は約3100万人、2011年以降大幅な伸び。
○ サイクリングによるインバウンド受け入れを推進しているしまなみ海道では、外国人

観光客数が着実に増加。



サイクルツーリズムの魅力と課題 兵庫県
Hyogo prefecture
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○ サイクルツーリズムの魅力は、達成感や爽快感、健康増進、沿道の景観、移動の楽しさなど。
○ 一方、安全面、道に迷う心配、自転車輸送手段、立寄・休憩施設の確保、自転車トラブル

対応、天候急変時の対応、体調不良時の対応などが課題。
○ サイクルツーリズムの推進のため、国内の各地域で、地域の魅力発信や課題への対応の取

り組みが進められている。

自分の力で移動する達成感
健康的、スポーツとしての爽快感
自転車で移動することそのものの楽しさ
自然や景観を楽しむことができる
身軽で自由な移動
地域住民との交流

事故、転倒などの安全面
道に迷う心配
目的地までの自転車輸送手段
食事・トイレなどの休憩施設
パンク、故障などの自転車トラブル対応
天候急変時の対応
体調不良時の対応

自転車ならではの
魅力と課題が存在



淡路島のサイクルツーリズムの強みと弱み 兵庫県
Hyogo prefecture
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①コースの走りやすさ、楽しさ
・交通量が少なく走りやすい
・信号が少ない
・150㎞という適度な距離
・平坦部と坂があり、コースのバリエーションが豊富
・島を一周する達成感が味わえる
・海沿いを一周できて気持ちが良い
・道路が整備されていて快適

②景観の良さ
・明石海峡大橋、鳴門海峡、西浦の海岸線、瀬戸内海
・坂の上からの絶景

※淡路島サイクルツーリズム推進による観光広域化及び海上交通の活性化に関する調査報告書
（平成31年３月 国土交通省神戸運輸監理部）の調査結果を基に事務局作成

○立ち寄る観光スポット
道の駅、渦潮、水仙郷、淡路夢舞台
明石海峡公園、あわじ花さじき

○グルメ、おみやげ
淡路島バーガー、シラス丼
たまねぎ、たこせんべい

2018淡路島ロングライド150参加者インタビュー調査結果より※

・路側帯が狭く走りにくい
・道がわかりにくい箇所がある
・西側はコンビニしかない
・目的地までの自転車の輸送手段（自動車がないと不便）
・自転車を停車できる絶景スポットの案内が不足
・サイクリングルート上の飲食店の情報が不足
・良いところがあるのにＰＲ不足


